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人口42，020

　男19，955

　女22，085
世帯数　　7，885
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満
場
一
致
で
受
入
そし

十
日
町
、
水
沢
の
合
併

　十日

町
市
の
緊
急
臨
時
市
議
会
は

去
る
三
日
開
か
れ
、
水
沢
村
の
合
併

申
し
入
れ
を
満
場
一
致
で
受
理
し
ま

し
た
。

　
水
沢
村
と
の
合
併
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
昨
年
七
月
六
日
に
水
沢
村
村

議
会
か
ら
口
頭
に
よ
り
十
日
町
市
へ

合
併
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
を
は

じ
め
に
次
第
に
表
面
化
し
、
懸
案
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本

年
に
入
り
ま
し
て
一
月
二
十
九
日
水

沢
村
で
は
十
日
町
市
へ
の
合
併
に
つ

き
ま
し
て
は
村
議
会
を
招
集
し
て
合

併
の
申
し
入
れ
を
議
決
し
、
翌
三
十

日
水
沢
村
長
議
長
ら
数
人
が
十
日
町

市
を
訪
れ
正
式
に
合
併
を
串
し
入
れ

ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
た
め
合
併
特

別
委
員
会
を
設
け
今
後
の
受
入
れ
準

備
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
同
日
の
市
議
会
に
お
き
ま
し

て
村
山
市
長
は
懸
案
の
上
越
西
線
の

問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
田
中
代
議
士

か
ら
国
鉄
側
に
一
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
津
南
、
中
里
、
川

西
、
六
日
町
、
湯
沢
な
ど
関
係
町
村

に
同
意
を
得
た
と
い
う
現
状
に
つ
き

ま
し
て
説
明
が
あ
り
、
市
議
会
の
同

意
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
尚
、
合

併
特
別
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。◎
柳
宗
平
O
竹
内
真
、
樋
口
政
太
郎

近
藤
雄
四
郎
、
滝
沢
忠
太
郎
、
山
口

秀
二
、
島
田
直
治
、
保
坂
真
平
、
小

鍵

　　　　　　　羅

鷺灘

海
隆
三
郎
、
片
賢
吉
、
大
島
昭
三

贈
与
税
の
申
告
と

納
税

　
　
　
　
二
月
末
ま
で

〔
一
〕
贈
与
税
の
課
税
価
格
は
昭
和

三
十
六
年
の
一
ヵ
年
間
を
通
じ
て
贈

与
財
産
の
合
計
額
で
す
が
、
こ
の
額

が
基
礎
控
除
の
二
十
万
円
を
こ
え
て

い
る
方
。

一
〔
二
〕
昭
和
三
十
六
年
中
に
十
万
円

を
こ
え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
方

が
同
じ
人
か
ら
昭
和
三
十
六
年
中
ま

た
は
三
十
四
年
中
に
も
十
万
円
を
超

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
て
い
る
場

一合
こ
の
〔
一
〕
又
は
〔
二
〕
に
該
当

し
て
い
る
方
は
二
月
一
日
か
ら
二
月

末
日
ま
で
の
間
に
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
を
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

尚
申
告
用
紙
や
説
明
書
は
税
務
署
に
．

あ
り
ま
す
が
計
算
の
方
法
、
手
続
な

ど
に
つ
い
て
は
税
務
署
へ
お
た
す
ね

下
さ
い
。

町十
小日

一
一
期
工
事
竣
工

保
育
所
は
三
月
完
成

十
日
町
小
学
校
は
昨
年
約
四

六
〇
万
円
で
第
一
工
事
期
を
完
了
し

ま
し
た
が
、
第
二
期
工
事
も
約
三
六

〇
万
円
の
工
事
費
に
よ
り
竣
工
し
、

　
　
一
月
二
十
五
日
P
T
A
主
催
の
も
と

　
に
喜
び
の
竣
工
披
露
を
行
い
ま
し

　
た
。
本
工
事
の
完
了
に
よ
り
普
通
教

　
室
合
わ
せ
て
二
十
七
教
室
、
屋
内
運

　
動
場
一
棟
が
完
成
、
三
年
生
以
上
が

　
全
員
新
校
舎
に
移
り
喜
女
と
し
て
勉

　
強
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
本
年
は
完
成
の
年
に
な
っ
て
お
り

　
　
ま
す
が
補
助
起
債
対
象
坪
数
が
僅
少

　
　
の
上
、
請
負
工
事
費
の
値
上
り
、
合

　
　
わ
せ
て
管
理
棟
及
び
大
体
育
舘
の
完

藝
欝
韓
縫
馨
締

　
　
し
本
工
事
が
完
成
い
た
し
ま
す
と
県

の　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　の　じり　　　
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ぞくぞく申込み各地

　一東京十日町会など

二
五
日
第
二
期
工
事
を
終
了
し
、

と
い
た
し
ま
す
　
故
郷
を
あ
と
に

し
て
東
京
に
住
所
を
持
た
れ
て
い

る
東
京
十
日
町
会
の
方
女
も
、
こ

の
母
校
の
建
築
に
つ
き
ま
し
て
異

常
な
関
心
を
示
さ
れ
、
続
六
嬉
し

い
寄
附
金
の
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
附

者
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
な
お
こ
の
他
長
岡
、
桐
生

神
戸
、
川
崎
各
市
在
住
の
郷
土
出

身
者
か
ら
も
あ
た
＼
か
い
寄
附
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
関
係
者
を
喜

ぱ
せ
て
お
り
ま
す
。

▽
中
山
竜
次
証
十
万
円
▽
春
日
由

山
田
正
蔵
B
五
万
円
▽
庭
野
増
三

H
五
万
円
▽
庭
野
文
助
H
五
万
円

▽
樋
口
林
平
H
五
万
円
▽
蕪
木
敏

三
旺
五
万
円
▽
室
賀
春
治
H
三
万

円
▽
樋
口
長
次
郎
匪
二
万
円
▽
根

津
福
春
二
万
円
▽
西
畑
文
平
旺
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

騙
鞭
堤
翫
論
興
濡

盟
一
万
円
▽
斉
木
登
志
雄
隅
一
万

▽
木
倉
久
吉
川
一
万
円
▽
根
津
久

躍
一
万
円
▽
渡
辺
く
め
る
皿
一
万

円
▽
村
山
仙
吉
駈
一
万
円
▽
根
津

幸
永
醒
一
万
円
▽
庭
野
思
夫
H
千

円
。
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下
で
誇
り
う
る
有
数
な
校
舎
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
立
保
育
所
は
昨
年
の
＋
一
月

十
二
日
、
旧
十
日
町
小
学
校
の
跡
地

に
協
和
建
設
株
式
会
社
の
手
に
よ
っ

て
着
工
し
ま
し
た
。
こ
の
市
立
保
育

所
は
そ
の
後
順
調
に
工
事
が
進
行
し

す
で
に
約
八
O
％
が
完
成
し
、
三
月

十
五
日
の
竣
工
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
四
月
一
日
に
は
、
働
く
婦
人
の
一

一助と
し
て
待
た
れ
た
モ
ダ
ン
な
保
育

所
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
入
所
保
育

児
は
定
員
九
十
名
。
職
員
は
所
長
以

下
七
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
　
　
3
7
年
度
予
算
編
成
中

要
求
額
五
億
二
千
万
円

　
　
　
　
　
　
重
点
施
策
を
推
進

　
　
昭
和
三
十
七
年
度
の
予
算
編
成
は

　
現
在
財
政
課
で
各
課
と
検
討
し
整
理

　
中
で
す
が
、
近
く
成
案
が
で
き
る
見

・
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
は
当
市
の
主
要
産
業
で
ご
ざ

．
い
ま
す
繊
物
界
が
未
曽
有
の
好
況
を

一
示
し
、
そ
の
生
産
額
も
六
〇
億
の
カ

r
べ
を
突
破
し
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
き

　
傾
向
で
す
が
、
明
年
度
に
お
け
る
十

．
日
町
市
の
財
政
事
情
を
見
ま
す
と
、

　
十
日
町
小
学
校
第
三
次
建
築
工
事
を

　
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
継
続

　
　
ム
ヤ

　
【
写
真
は
㊤
二
期
工
事
の
終

　
つ
た
小
学
校
㊦
建
築
中
の
保

　
育
所
】

事
業
が
あ
り
、
殊
に
厚
生
体
育
舘
の

新
築
特
別
会
計
の
赤
字
補
て
ん
な
ど

で
、
一
方
収
入
面
に
お
き
ま
し
て
も

政
府
の
金
融
引
締
政
策
の
影
響
も
あ

っ
て
市
税
の
大
巾
増
収
も
あ
り
期
待

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
新
年
度
予
算

編
成
も
相
当
の
困
難
性
を
お
び
て
い

ま
す
。

　
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は

何
ん
と
い
っ
て
も
地
方
自
治
の
本
旨

に
の
っ
と
り
健
全
財
政
の
堅
持
を
第

一
と
し
て
新
市
五
ヵ
年
計
画
の
線
に

添
っ
て
市
民
の
福
祉
増
進
を
は
か
る

重
点
施
策
を
完
逐
す
べ
く
特
に
意
を

も
ち
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
施

蕎
蘂
雑
鶴
鞭
魂
籍
励
則
譲
響
礫

消
費
的
経
費
を
極
力
抑
制
し
、
投
資

的
経
費
に
振
り
向
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
新
年
度
に
お
け
る
各
課

か
ら
の
要
求
額
は
合
計
約
五
億
三
千

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
調
整
に
つ
き
ま

し
て
は
仕
事
の
重
要
度
に
よ
り
ま
し

て
、
慎
重
審
議
の
上
、
査
定
さ
れ
る

わ
け
で
乙
ざ
い
ま
す
。

ナ
ダ
レ

　
　
　
　
　
各
路
線

な
だ
れ
の
発
生
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
昨
年
か
ら
市
内
の
な
だ
れ

危
険
箇
所
に
対
し
て
“
な
だ
れ
に
注

意
い
た
し
ま
し
ょ
う
μ
と
書
い
た
赤

い
標
柱
を
立
て
て
、
な
だ
れ
に
よ
る

事
故
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
く
な
だ
れ
に
よ
る
災
害
は
相

当
数
に
の
ぽ
っ
て
お
り
ま
す
。
市
建

設
課
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
市
内

の
な
だ
れ
危
険
箇
所
は
県
道
八
、
市

道
三
で
、
ほ
と
ん
ど
全
而
域
に
ま
た

が
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
最
も

危
険
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
県

道
六
日
町
！
十
日
町
線
、
塩
沢
ー
十

日
町
線
、
柏
崎
ー
岡
野
町
－
十
日
町

線
、
十
日
町
ー
羽
倉
線
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
大
体
つ
ぎ
の

路
線
が
注
意
を
要
す
る
箇
所
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
充
分
気
を
つ
け

に
注
意

　
　
　
と
も
危
険

て
下
さ
い
。

◎
十
日
町
地
区
服
県
道
赤
倉
－
十
日

　
町
停
車
場
線

◎
中
条
地
区
膜
県
道
小
出
i
十
日
町

　
線
、
焼
野
f
浦
佐
停
車
場
線
、
城

　
内
＋
日
町
線

　
◎
下
条
地
区
皿
市
道
下
貫
線
、
上
貫

縦
覧
場
所

市
役
所
税
務
課

吉
田
出
張
所

下
条
出
張
所

線

　
一
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が
次
の

と
お
り
発
令
さ
れ
ま
し
た
（
カ
ッ
コ

内
は
旧
所
属
）

▽
市
長
室
長
補
佐
・
職
員
係
長
兼
務

　
高
橋
佐
ズ
税
務
課
市
民
税
係
長
）

▽
庶
務
課
長
補
佐
庶
務
係
長
兼
務

　
内
山
仙
吉
（
庶
務
係
長
）

▽
財
政
課
長
補
佐
財
政
係
長
兼
務

　
村
山
栄
一
（
財
政
係
長
）

▽
市
民
課
而
民
係
長

　
樋
熊
　
徹
（
市
長
室
職
員
係
長
）

▽
税
務
課
市
民
税
係
長

　
山
田
叉
重
（
下
条
出
張
所
主
任
）

▽
下
条
出
張
所
主
任
　
近
藤
　
豊

　
（
市
民
課
市
民
係
長
）

▽
建
設
課
長
補
佐
管
理
係
長
兼
務

　
藤
田
幸
作
（
建
設
課
管
理
係
長
）

▽
建
設
課
建
築
係
長
　
小
林
虎
男

　
（
建
設
課
）

▽
保
険
衛
生
課
長
補
佐
衛
生
係
長
兼

　
務
　
南
雲
幸
一
（
保
険
衛
生
係
長
）

▽
社
会
福
祉
事
務
所
次
長
保
護
係
長

　
兼
務

　
山
田
真
佐
栄
（
保
護
係
長
）

▽
社
会
福
祉
事
務
所
国
民
年
金
係
長

　
島
田
久
蔵
（
税
務
課
）
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I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

固
定
資
産

課
税
台
帳
縦
覧

異
議
申
請
は
三
月
中

　
昭
和
三
七
年
度
分
固
定
資
産
の
価

格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
例
年
ど

お
り
関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

今
年
は
基
準
年
度
で
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
三
六
年
中
に
士
地
の
地
目
変
換
等

の
異
動
、
家
屋
の
新
築
、
増
改
築
等

の
あ
っ
た
も
の
以
外
は
前
年
の
価
格

係
出
張
日
程

三
月
一
五
日
一
六
日

三
月
二
二
日
一
四
日

三
月
六
日
七
日

（37年度）

が
据
置
か
れ
ま
す
。
従
っ
て
異
議
申

請
の
で
き
る
も
の
は
三
六
年
中
に
異

動
の
あ
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
ま
す
。

異
議
申
請
の
期
間
は
三
月
一
日
か
ら

三
〇
日
ま
で
で
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
異
議
申
請
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
縦
覧
の
場
所
は
上
記
の
と
お
り
で

す
が
出
張
所
に
つ
い
て
は
係
員
が
毎

日
出
張
で
き
な
い
の
で
出
張
の
日
程

を
定
め
ま
し
た
か
ら
、
く
わ
し
い
説

明
は
当
日
か
又
は
税
務
課
に
電
話
連

絡
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
●
試
験
月
日
昭
和
三
＋
七
餌

　
　
　
　
　
年
二
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
●
試
験
会
耀
　
新
潟
市
、
新
㎜

マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
発
田
市
、
長
岡
市
、
高
田
市
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
●
願
書
提
出
期
限
　
昭
和
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
三
十
七
年
二
月
二
十
八
日
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
●
願
書
提
出
先
　
＋
日
町
㎜

　
　
　
　
　
保
健
所
　
　
　
　
　
　
㎜

●
受
験
資
格
　
調
理
法
施
行
規
則
第
四
条
の
施
設
又
は
営
業
所

　
に
お
い
て
食
調
理
に
従
事
し
二
年
以
上
の
経
験
の
あ
る
も
の
で

　
高
等
学
校
の
入
学
資
格
者
、
並
び
に
旧
制
中
学
校
の
二
年
小
学

　
校
の
高
等
科
卒
業
者

●
必
要
書
類
　
①
履
歴
書
②
戸
籍
抄
本
③
写
真
（
六
ヵ
月

　
以
内
に
と
っ
た
も
の
、
裏
へ
撮
影
年
月
日
、
住
所
、
氏
名
）
上

　
半
身
名
刺
判
④
調
理
実
務
経
験
年
数
証
明
書
⑤
手
数
料
、

　
そ
の
他
五
百
円
詳
細
は
保
健
所
へ
御
照
会
下
さ
い
。
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罰
＝
≡
≡
…
…
…
一
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≡
≡
≡
…
≡
≡
＝
帽
≡
＝
≡
≡
…
≡
≡
一
…
≡
≡
…
＝
≡
…
一
≡
…
…
≡
一
－
…
…
一
＝
…
…
≡
昌
励

冨
≡
…
…
≡
≡
≡
一
＝
≡
…
≡
…
≡
≡
一
…
≡
≡
＝
≡
…
≡
一
≡
…
≡
≡
≡
＝
≡
一
ロ
…
一
…
…
≡
≡
…
一
≡
＝
…
≡
曇
“

●
十
日
町
税
務
署
庁
舎
新
築
　
　
　
　
㎜

昨
三
十
六
年
四
月
雪
消
え
と
同
時
に
旧
木
造
建
物
を
　
㎜

と
り
こ
わ
し
、
そ
の
場
所
に
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
で
　
㎜

新
築
中
で
あ
り
ま
し
た
が
こ
の
程
竣
工
し
、
先
月
二
　
㎜

十
日
か
ら
新
庁
舎
に
お
い
て
執
務
を
開
始
し
ま
し
た
　
㎜

電
話
は
三
一
八
一
（
代
表
）
で
あ
り
ま
す
㎜

却
…
≡
≡
≡
≡
≡
－
≡
≡
＝
…
≡
≡
≡
一
≡
≡
＝
…
≡
…
≡
一
≡
一
一
…
一
＝
≡
≡
＝
…
≡
…
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＝
＝
…
＝
＝
…
＝
＝
≡
≡
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≡
≡
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≡
一
一
≡
≡
≡
≡
…
甲
≡
一
≡
…
＝
≡
＝
…
一
＝
≡
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…
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…
…
職
＝
…
…
…
≡
≡
…
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≡
＝
潴
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●
第
六
回
国
連
劇
脚
本
募
集

■
内
　
　
　
容

　
　
　
国
連
の
精
神
を
実
現
す
る
に
役
立
つ
も
の
で
お
互
い
に
平

　
　
　
和
を
尊
び
、
た
す
け
合
う
気
持
を
起
す
よ
う
な
こ
と
を
内

　
　
　
容
と
す
る
。

■
〆
切
及
び
結
果
発
表
期
日

　
　
　
◎
メ
切
期
日
麗
三
十
七
年
三
月
十
日
（
同
日
の
消
田
の
あ

　
　
　
　
る
も
の
は
有
効
と
す
る
）

　
　
　
◎
結
果
発
表
期
日
H
三
十
七
年
四
年
十
五
日

■
入
　
　
　
選

　
　
　
最
優
秀
賞
壱
篇
拾
万
円
也
　
　
佳
作
弐
篇
一
万
円
也

■
送
　
付
　
先

　
東
京
都
千
代
田
区
丸
ノ
内
三
ノ
六
（
三
菱
仲
四
号
舘
四
号
）

　
　
　
　
　
　
日
本
国
際
連
合
協
会
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冒
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…
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＝
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一
≡
＝
＝
＝
≡
…
＝
≡
≡
≡
＝
…
≡
≡
＝
…
＝
＝
≡
≡
≡
＝
≡
…
…
≡
＝
≡
…
－
＝
…
岩
9
，

三
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
…
≡
≡
≡
≡
＝
≡
，
…
…
＝
…
≡
三
…
一
＝
≡
…
≡
…
≡
≡
一
＝
≡
…
…
…
一
≡
一
－
一
≡
一
＝
…
≡
一
而
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　●犬の放飼いはやめましよう

犬
目
て

で
が
え
　
。

内
い
増
た

市
飼
て
し

近
放
つ
ま

最
の
立
き

ノ
∂

“
臨

｝
≡
3
…
≡
…
…
署
＝
一
≡
一
…
≡
≡
…
＝
≡
…
一
≡
＝
≡
＝
…
＝
≡
＝
口
一
…
≡
…
＝
…
一
＝
＝
一
一
…
≡
≡
≡
一
≡
＝
一
一
＝
≡
≡
ち

　
　
　
　
　
　
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
欄
諏
ー

鞠》勢ζ薩獲
ついたりして大変迷惑をかけているようで

　す。叉他人の玄関先に排泄したり、いろい

　ろの苦情がでておりますが愛犬家はこの点

　充分ご理解して犬の放飼いは絶対にやらな

　いように注意して下さい◎
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ち昭和37年2月15日（木躍日》（昭和32年6月5日第三毬郵便物認可）一2一まか艶と
．

市

十
七
日

回
り
3
つ
ー
ま
第
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
に
フ
タ
あ
け

1
豪
華
な
前
夜
祭
ー

チ
ン
コ
ロ
市
も
お
目
見
え

　
恒
例
の
第
十
三
回
雪
ま
つ
り
は
十

七
・
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
賑
や

か
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
行
事
は
例
年
の
と
お
り
、
前
夜
祭

の
雪
上
き
も
の
シ
ョ
ー
、
ス
タ
ー
マ

イ
ン
な
ど
で
幕
を
あ
け
各
種
催
し
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は

新
し
い
試
み
と
し
て
チ
ン
コ
ロ
市
、

盆
石
展
、
俳
句
、
川
柳
大
会
な
ど
が

登
場
し
て
趣
の
異
っ
た
賑
や
か
な
雪

ま
つ
り
に
な
り
そ
う
で
す
。

二
月
十
七
日
（
土
）

◇
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
　
午
後
五
時
（
組

　
　
合
ホ
ー
ル
）

◇
雪
上
き
も
の
シ
ョ
ー
　
午
後
七
時

　
　
五
分
（
十
高
グ
ラ
ン
ド
）

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　
午
後
七
時
半

　
　
（
同
）

◇
民
謡
ま
つ
り
　
午
後
八
時
二
十
分

　
　
（
同
）

◇
紋
紙
ま
つ
り
　
午
後
八
時
十
分
～

　
　
一
一
＋
分
（
同
）

◇
雪
上
ス
タ
ー

　
マ
イ
ン
（
同
）

◇
フ
イ
ナ
ー
レ

（
同
）

　
二
月
十
八

日
（
日
）

◇
雪
の
芸
術
展

（
市
内
各
所
）

◇
市
民
滑
降
ス

キ
ー
大
会
午

前
＋
時
（
権

現
山
ス
キ
・
ー

場
）

◇
俳
句
、
川
柳

大
会
午
後
七

時
（
正
念
寺

水
月
庵
）

◇
写
真
コ
ン
一
ア

ス
ト
（
織
物

会
舘
）

◇
チ
ン
コ
ロ
市
　
（
昭
和
町
二
、
三

　
　
丁
目
）

◇
盆
石
展
　
　
（
十
日
町
新
聞
社
前
）

◇
ホ
ン
ヤ
ラ
洞
　
　
（
市
内
各
所
）

電
話
の
発
信
音
が

変
り
ま
す

　
電
話
の
発
信
音
が
高
く
な
っ
た
り

話
し
中
、
音
の
音
色
が
変
り
ま
す
。

昨
年
十
月
｝
日
か
ら
実
施
の
予
定
で

し
た
が
、
工
事
の
都
合
上
遅
れ
て
二

月
十
六
日
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
今
後
長
距
離
の
通
話
が
多
．

く
な
っ
て
も
正
確
に
聴
取
出
来
る
よ

う
に
、
サ
イ
ク
ル
を
あ
げ
た
も
の
で

す
。
な
お
連
続
し
て
お
か
け
に
な
る

場
合
、
発
信
音
”
ッ
ー
躍
と
い
う
音

が
出
て
い
な
い
と
き
は
ま
だ
機
械
が

復
調
し
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
受

話
器
を
か
け
て
し
ぱ
ら
く
経
て
か
ら

発
信
音
の
出
る
の
を
確
か
め
て
ダ
イ

ヤ
ル
を
回
し
て
下
さ
い
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
か
ら
聞
こ
え

る
ツ
ー
ン
、
ツ
ー
ン
、
ツ
ー
ン
は
、

お
話
し
中
で
す
か
ら
、
こ
の
場
合
は

話
し
中
が
終
る
頃
を
は
か
っ
て
か
け

な
お
し
て
下
さ
い
。

ご
協
力
あ
り

や
ヤカ
と
う

　
　
市
報
が
一
位
に
入
賞

市
町
村
の
広
報
技
術
水
準
の
向
上

を
は
か
ろ
う
と
い
う
市
町
村
広
報
紙

コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
第
十
回
目
を
迎

え
て
去
月
二
十
七
日
、
県
で
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
市
部
十
五

紙
、
町
村
部
四
十
二
紙
の
中
で
、
十

冨
市
の
応
葎
品
”
市
報
と
お
か

璽
宝
＋
七
号
（
七
厚
）
が
市

廓
に
お
お
叢
し
三
位
を
簿
し

一
ま
し
た
昨
年
は
二
位
、
一
昨
年
は
三

位
で
毎
年
一
段
す
つ
上
っ
て
本
年
よ

う
や
く
一
位
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
が

こ
れ
も
市
報
の
配
付
に
努
力
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
市
政
事
務
嘱
託
員
を
は

じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
協

力
が
あ
っ
た
賜
で
ご
ざ
い
ま
し
て
当

局
と
い
た
し
ま
し
て
深
く
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
益
々
そ

の
道
に
精
進
し
、
市
民
に
親
め
る
広

報
紙
の
編
集
に
努
力
す
る
心
掛
け
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
市
部
に
お
け

る
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
し
た
。

▽
最
優
秀
知
事
賞
　
新
潟
市
政
だ
よ

　
り
▽
一
位
市
報
と
お
か
ま
ち

▽
二
位
広
報
た
か
だ
、
長
岡
市
政
だ

よ
り

▽
三
位
い
と
い
が
わ
、
広
報
し
ば
た

広
報
み
つ
け

§
‘
、
～
』
】
…
』
】
」
！
【
『
f
豪
』
】
』
毒
『
ミ

小
出
に
魚
沼
学
園

　
　
　
精
神
薄
弱
者
の
保
護
指
導

　
精
神
薄
弱
者
を
特
別
に
教
育
す
る

施
設
が
北
魚
の
小
出
町
に
建
て
ら
れ

明
春
四
月
か
ら
「
魚
沼
学
園
」
と
し

て
開
園
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
学
園
は
五
〇
名
を
収
容
で
き

筐
ム
き

期
待
さ
れ
る
大
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
の
芸
術
展
ー
ー

．
…
…
…
…
…
一
…
…
…
…
…
一
需
…
一
≡
…
…
…
帽
…
…
…
…
…
輔
…
…
…
…
…
鮪
…
…
…
…
一
…
一
…
…
…
…
…
一
…
…
…
一
…
…
一
…
一
…
…
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一
、
公
聴
会
の
制

　
度
に
つ
い
て

　
公
聴
会
は
議
会
の
委

員
会
で
予
算
そ
の
他
、

重
要
な
議
案
、
陳
情
等

の
審
査
に
当
り
（
分
担

金
徴
収
条
令
制
定
の
場
合
は
、
法

定
そ
の
他
は
任

意
）
開
催
す
る
　
　
公

も
の
で
あ
り
ま

す
。
議
員
は
住
民
の
各
階
層
を
代

表
し
て
選
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
理
論
的
に
は
公

聴
会
の
制
度
は
不
必
要
な
の
で
あ

り
ま
す
が
、
議
員
は
す
べ
て
の
問

題
に
つ
い
て
、
そ
の
知
識
、
経
験

を
有
す
る
も
の
で
な
く
、
実
際
上

の
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
学
識
経

験
者
の
知
識
及
び
利
害
関
係
者
の

意
見
、
あ
る
い
は
一
般
の
世
論
を

聴
く
た
め
の
、
い
わ
ば
間
接
民
主

政
治
を
補
充
す
る
意
味
に
お
い
て

開
か
れ
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

聴
A
雪
と
は

二
、
公
聴
会
へ
の
出
席

　
利
害
関
係
者
は
誰
で
も
出
席
で

き
ま
す
が
、
そ
の
都
度
、
案
件
、

日
時
～
場
所
、
申
し
出
方
法
等
の

告
示
が
掲
示
、
市
報
、
文
書
、
新

聞
等
に
よ
り
公
表
さ
れ
ま
す
の
で

　
呼
び
も
の
の
雪
の
芸
術
展
は
十
二

日
現
在
雪
ま
つ
り
事
務
局
に
申
し
込

ん
だ
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
作
品

名
は
全
部
決
定
し
ま
せ
ん
が
そ
れ
ぞ

一れ大
作
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

▽
昭
和
町
二
、
三
▽
職
業
訓
練
所
▽

稲
荷
町
▽
川
原
町
▽
諏
訪
町
▽
駅
通

り
▽
昭
和
町
四
▽
高
田
町
▽
泉
町
▽

ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
▽
大
井
田
小
▽
新

こ
れ
に
よ
り
文
轡
で
申
し
出
る
こ
…

と
に
な
り
ま
す
。
し
が
し
そ
の
う
㎜

ち
か
ら
委
員
会
で
｝
定
数
を
選
定
㎜

し
、
そ
の
選
任
通
知
に
よ
り
出
席
㎜

し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
出
…

席
者
は
委
員
長
の
指
示
に
よ
り
、
　
㎜

そ
の
案
件
に
対
す
る
自
己
の
意
見
㎜

　
　
　
　
　
　
（
理
由
、
賛
否
）
　
…
・

　
　
　
　
　
　
を
述
べ
な
け
れ
ぱ
…

　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
。
　
㎜

三
、
そ
の
他
　
　
　
　
　
㎜

0
出
席
者
に
は
条
例
の
定
め
る
と
㎜

こ
ろ
に
よ
り
旅
費
及
び
日
当
が
支
…

給
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

②
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
内
議
…

会
事
務
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
　
　
…

座
小
▽
田
中
本
通
り
▽
市
役
所
。

　
　
臨
時
列
車
｛
ハ
本

　
雪
ま
っ
り
期
間
中
国
鉄
で
は
つ
ぎ

の
と
お
り
臨
時
列
車
を
増
発
運
転
し

ま
す
。
〔
十
七
日
〕
▼
川
口
発
＋
一
時
二

十
分
、
十
日
町
着
十
二
時
三
分
▼
川

口
発
二
十
一
時
四
十
四
分
、
十
日
町

着
二
十
二
時
二
十
八
分
▼
十
日
町
発

二
†
時
三
十
分
、
川
口
着
二
十
一
時

三
十
分
▼
十
日
町
発
二
十
二
時
四
十

一
分
、
川
口
着
二
十
三
時
二
十
分
。

〔
十
八
日
〕
▼
＋
日
町
発
二
＋
一

時
十
五
分
、
森
宮
着
二
十
二
時
十
五

分
▼
森
宮
発
十
九
時
二
十
分
、
十
日

町
着
二
十
時
十
一
分
。

「
る
も
の
で
、
十
日
町
市
に
は
七
名
の

津
が
ご
ざ
い
ま
す
が
適
当
な
保
護
指

導
を
受
け
な
け
れ
ば
困
る
と
い
う
ご

家
庭
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
つ
ぎ
の

内
容
を
よ
く
お
読
み
に
な
っ
て
市
社

会
福
祉
事
務
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

藷
鐸
響
に
対
す
る
法
制
と
し

一て最
初
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、

昭
和
二
十
五
年
五
月
に
制
定
さ
れ
た

情
神
衛
生
法
で
、
そ
の
後
沼
和
三
十

霞
に
夫
才
竪
藷
鐸
囎

援
護
施
没
の
整
備
費
の
国
庫
補
助
が

全
国
で
三
ヵ
所
分
予
算
が
計
上
さ
れ

そ
れ
と
同
時
に
陸
会
福
祉
事
業
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
て
、
十
八
才
以
上

の
情
伸
薄
弱
者
を
収
容
し
て
援
護
を

行
な
う
施
設
を
経
営
す
る
事
業
が
第

一
暮
会
馨
嚢
と
さ
れ
た
．
こ

れ
に
よ
っ
て
成
人
の
精
神
薄
弱
者
援

護
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
、
精
神
薄
弱

者
福
祉
法
制
定
の
足
が
か
り
が
作
ら

れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
精
神
薄
弱
者
は
知
能
欠
陥
の
程
度

に
よ
り
魯
鈍
（
ろ
ど
ん
）
、
痴
愚
（
ち

ぐ
）
お
よ
び
臼
痴
（
は
く
ち
）
の
三

種
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
こ
れ
ら
の
精
神
薄
弱
者
は
一

体
ど
の
く
ら
い
い
る
か
と
申
し
ま
す

と
、
昭
和
二
十
九
年
の
精
神
衛
生

実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
痴
愚
、
白
痴

だ
け
で
五
十
八
万
人
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
魯
鈍
級
の
も
の
を
加
え

れ
ぱ
全
人
口
の
約
三
％
に
あ
た
る
二

菅
五
十
万
人
な
い
し
三
百
万
人
に
の

一
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
て
沁
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
農
家
の
作
男
と
か
女
中
と
な

っ
て
一
般
社
会
に
と
け
込
ん
で
い
る

者
も
か
な
り
多
く
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
者
で
も
適

切
な
指
導
訓
練
を
行
な
え
ば
、
さ
ら

に
多
く
の
者
が
立
派
な
社
会
人
と
し
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
”

　
市
の
精
薄
者
　
　
…

　
　
一
三
六
名
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
於
て
今
回
…

市
内
の
精
神
薄
弱
者
（
児
）
を
各
地
”

区
の
民
生
委
員
な
ら
び
に
各
小
学
校
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

の
御
協
力
を
得
ま
し
て
実
態
を
調
査
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
と
こ
ろ
大
体
次
の
数
を
把
握
す
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

る
こ
と
が
出
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
”

　
精
神
薄
弱
者
（
児
）
の
実
態
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

一
、
家
庭
保
護
（
働
く
能
力
が
全
く
”

活
発
な
P
T
A
活
動

　
　
　
　
　
　
　
ー
川
治
小
学
校
ー
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
携
を
と
り
、
更
に
P
T
A
の
協
力
を

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
て
、
生
活
指
導
に
も
万
全
を
期
し

貧
　
　
奪
活
動
の
概
要

④
　
　
戦
後
の
　
藻
何
処
も
熱

幕
　
霧
雛
欝
購

創
立
は
大
正
十
二
年
三
月
十
五
日
し
て
い
る
が
、
当
校
の
P
T
A
活
動

五
名
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
称
に
教
室
を
配
し
て
あ
る
。

一
、
就
学
（
普
通
学
校
、
特
殊
学
級
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
総
面
積
三
八
二
八
坪
、
普
通
教
室

　
に
就
学
し
て
い
る
者
）
八
十
｝
名
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
十
三
、
特
別
教
室
六
、
体
育
舘
二
で

一
、
特
殊
施
設
就
学
（
特
殊
学
級
以
甲
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
由
積
一
二
二
六
坪
、
ブ
ー
ル
一
、
他

　
外
の
専
門
教
育
施
設
）
一
名
　
　
“

一
・
黎
（
家
を
離
れ
他
人
に
舅
…
攣
藤
五
反
歩
露
つ
．
児
蒙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
六
〇
二
名
、
十
三
学
級
、
職
員
十
五

　
れ
て
い
る
も
の
）
二
名
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
名
で
あ
る
。
同
規
模
学
校
に
比
し
て

　
　
合
計
　

百
三
十
六
名
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
校
地
校
舎
共
に
多
く
の
余
祐
を
持
つ

市
全
人
口
の
三
％
を
占
め
て
い
る
。
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
こ
と
は
誠
に
恵
ま
れ
て
有
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昂

台
の
設
置
等
は
一
例
で
あ
る
。
完
全

給
食
推
進
に
つ
い
て
も
、
数
年
度
よ

り
そ
の
実
現
に
つ
い
て
努
力
し
て
い

る
。
又
会
員
年
一
回
の
勤
労
奉
仕
を

決
め
、
都
合
の
つ
く
か
ぎ
り
校
庭
整

備
、
校
舎
清
掃
等
に
参
加
願
っ
て
い

る
。
又
入
学
式
の
み
で
な
く
、
卒
業

式
に
は
卒
業
生
父
母
全
員
出
席
し

て
、
六
ヵ
年
間
の
成
長
を
祝
し
、
謝

恩
の
意
を
表
し
て
頂
く
な
ど
は
感
銘

の
外
は
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
一
昨
年
小
、
中
学
校
後

　
数
年
前
に
は
年
間
玉
十
日
以
上
の

長
欠
児
童
が
十
名
を
こ
す
と
か
、
小

児
麻
窺
で
不
自
由
し
て
い
る
子
が
数

名
（
現
在
二
名
新
潟
の
は
ま
ぐ
み
学

園
入
所
）
お
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ

と
か
ら
健
康
指
導
に
特
に
注
意
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
度
の
教
育
目
標
も

◎
じ
ょ
う
ぶ
な
身
体
を
つ
く
ろ
う

◎
進
ん
で
協
力
し
ょ
う

と
い
う
二
つ
の
こ
と
を
あ
げ
、
そ
の
．

実
現
に
努
め
て
は
い
ま
す
が
、
体
格

は
全
国
平
均
や
県
平
均
を
下
回
っ
て

な
く
家
で
ぶ
ら
く
し
て
い
薯
…
そ
れ
ま
で
の
川
治
校
・
川
内
校
蕊
は
き
わ
め
て
熱
心
蘂
あ
る
．
教
援
会
が
結
成
さ
れ
、
量
つ
と
な
い
ま
す
．
一
一
一
年
前
か
ら
、
、
、
ル
ク
遊

叉
は
介
護
抱
置
し
て
お
く
者
）
品
合
し
嚢
と
な
っ
た
・
馨
は
昭
養
、
文
化
、
厚
生
の
三
部
よ
り
な
り
っ
て
、
学
校
を
惣
壁
り
鐘
を
遷
の
も
そ
う
し
た
こ
と
カ
ら

＋
七
名
　
　
　
…
和
一
鏡
竈
に
新
築
・
そ
の
後
九
皇
集
高
い
教
養
講
座
、
父
母
学
し
て
い
冬
い
て
い
る
．
今
後
の
課
で
す
が
出
来
董
藷
食
を
と

一
、
施
設
保
護
（
反
誌
行
動
を
…
年
の
増
築
と
二
＋
二
年
・
二
＋
四
年
級
、
他
校
視
察
等
を
受
け
持
つ
教
養
題
は
中
学
馨
藷
食
の
実
現
で
皆
が
蓬
套
す
．
今
年
は
特

取
っ
豪
磨
醇
な
い
で
嚢
…
の
中
学
馨
と
し
て
の
増
築
を
加
部
薗
嘉
・
視
鷺
施
馨
に
つ
あ
る
が
、
警
奮
会
、
市
当
局
を
に
歯
み
カ
き
の
震
と
体
の
婆
、

に
入
っ
て
い
る
者
）
な
し
…
え
・
壬
ハ
年
の
墓
棟
の
建
薯
い
て
の
文
化
部
、
運
動
会
や
校
地
整
始
め
関
係
各
機
関
の
特
段
の
御
力
を
日
光
浴
を
嘉
に
、
体
暮
竜
出

一
、
自
家
手
伝
い
（
家
庭
で
鐘
…
も
っ
季
・
嚢
霊
面
に
し
備
に
つ
い
て
の
星
部
、
事
業
等
は
得
た
い
と
念
じ
て
い
る
．
地
域
を
あ
来
る
だ
け
多
く
と
っ
婆
す
．

仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る
者
）
二
＋
…
八
麗
下
覆
霧
と
響
奢
相
い
づ
れ
藷
極
的
、
実
践
的
で
あ
げ
て
協
力
を
い
た
ぎ
と
を
幸
と
▽
P
．
T
．
A
に
つ
－
て

圭
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
…
…
一
＝
…
…
一
≡
…
…
…
一
…
一
…
≡
…
…
…
一
一
＝
…
≡
…
≡
…
需
…
…
…
一
…
≡
一
一
…
…
…
一
…
…
曽
…
…
…
…
一
…
薗
引

三
月
中
に
投
与

　
　
　
小
児
マ
ヒ
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
厚
生
省
で
は
小
児
マ
ヒ
の
予
防
に

昨
年
八
月
、
全
国
的
に
径
口
生
ボ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
実
施
し
ま
し

し
た
が
、
七
、
八
月
の
最
盛
期
を
迎

え
て
さ
ら
に
予
防
に
万
全
を
は
か
る

た
め
、
昨
年
八
月
径
口
生
ボ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
た
者
に
対
し

て
三
月
中
に
一
型
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

を
行
い
、
引
続
き
五
月
頃
二
、
三
型

の
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
実
施
し

て
小
児
マ
ヒ
発
生
の
絶
減
を
は
か
る

計
画
で
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
じ
め
て
経
口
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
る
者
は
三
月
”

五
月
に
投
与
を
受
け
、
さ
ら
に
六
月
騙

か
ら
一
年
後
に
三
型
混
合
ワ
ク
チ
ン
”

㎝
の
投
与
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
今
回
の
投
与
対
象
者
　
　
。

　
昭
和
一
三
年
四
月
二
日
生
れ
か
ら
重

昭
和
三
六
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
に
“

否
薯
、
及
び
小
学
校
垂
ま
“

で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　
実
施
期
間
　
　
　
　
　
　
■

　
実
施
期
日
や
申
し
込
書
に
つ
き
ま
邑

し
て
は
後
日
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
翻

じ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
昭
和
二
十
七
年
五
十
万
円
を
か
け

　
　
…
て
引
い
た
水
を
利
用
し
て
、
前
庭
、

　
　
”
中
庭
、
裏
庭
と
三
つ
の
池
を
も
ち
、

　
　
厘
鯉
三
〇
〇
尾
を
完
全
越
冬
さ
せ
る
し

　
　
”
ア
ヒ
ル
の
飼
育
、
常
時
流
水
足
流
場

　
　
“
も
で
き
た
。
市
よ
り
配
布
を
う
け
た

　
　
”
園
樹
も
五
十
本
に
達
し
、
情
操
、
健

　
　
罷
康
教
育
に
役
立
っ
て
い
る
。
合
理
的

　
　
陥
で
、
生
き
く
と
し
た
教
育
を
し
た

ー
“
い
と
努
め
て
い
る
。
努
力
目
標
と
し

》フかソママさベノ

囲の。。

猶
〆

1層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

》
乃
び
奄
に

徐
る
ん
だ
；

だ
㌍

欝
，ノヲ印－一

ロ

”
て
、
　
「
落
ち
着
い
て
勉
強
し
よ
う
」

ロ

”
「
心
を
こ
め
て
仕
事
を
し
よ
う
」
の

“皿
二
つ
を
か
＼
げ
て
強
調
し
て
い
る
。

ロ

闘
　
着
実
で
節
度
を
わ
き
ま
え
た
人
間

”
　
自
主
的
で
身
に
つ
い
た
学
力
。

ロ

m
　
ゆ
た
か
で
、
う
る
お
い
の
あ
る
生

　

一
活
を
学
校
の
重
点
目
標
と
し
て
の
こ

　

…
と
で
あ
る
。
中
学
校
と
は
各
女
の
独

昌

る
。
プ
ー
ル
建
設
、
ミ
ル
ク
給
食
等
し
、
一
層
良
い
学
級
づ
く
り
に
専
念

の
実
現
、
池
作
り
奉
仕
、
テ
レ
ビ
ニ
努
力
を
い
た
し
た
い
。

生
徒
が
貯
金
帳
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
条
小
学
校

　
学
校
は
児
童
数
六
〇
〇
人
、
学
級

数
十
四
と
い
う
規
模
の
も
の
で
、
二

学
級
編
成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
校
舎
は
明
治
三
十
五
年
に
移
築
し

た
と
い
う
一
棟
を
初
め
と
し
て
明
治

四
十
二
年
建
築
の
一
棟
と
屋
体
と
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
何
れ
も
数
年
前

老
朽
校
舎
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
せ
ま
く
一
坪
当
り
約
六
人

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
冬
季
間
は
運
動

場
に
並
ぶ
だ
け
で
一
ぱ
い
に
な
る
の

で
運
動
の
種
類
を
限
定
し
た
り
、
学

年
を
制
限
し
た
り
し
て
遊
ん
で
い
る

状
態
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
屋

体
の
改
築
は
地
域
の
人
達
の
宿
願
で

早
く
か
ら
促
進
委
員
会
を
作
っ
て
建

築
予
定
地
を
見
つ
け
る
な
ど
真
剣
に

着
女
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
折
も
折
、
年
頭
の
市
長

ご
拶
挨
（
市
報
）
に
「
十
日
町
小
学

校
の
完
成
次
第
中
条
、
下
条
の
老
朽

校
舎
の
改
築
に
手
を
つ
け
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
地
域

民
一
同
非
常
に
心
強
く
感
謝
し
、
叉

期
待
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

▽
下
条
の
子
供
に
つ
い
て

　
「
剛
健
質
素
の
風
お
こ
し
」
と
校

歌
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
地
味
で
辛

棒
強
く
素
直
な
の
が
特
徴
の
よ
う
に

m
自
性
を
生
か
し
な
が
ら
も
密
接
な
連
思
わ
れ
ま
す
。
仕
事
も
よ
く
し
ま
す

し
上
級
生
と
か
週
番
等
に
よ
く
協
力

し
て
学
校
の
生
活
を
す
＼
め
て
お
り

ま
す
。
交
通
道
徳
を
よ
く
守
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
伝
統
的
な
美

風
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
学
校
に
は
、
今
の
越
後
交
通
社

株
式
会
社
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
十

日
町
自
動
車
商
会
か
ら
昭
和
八
年
に

は
標
語
入
り
の
大
鏡
の
寄
購
を
う
け

大
廊
下
に
飾
ら
れ
て
後
輩
に
無
言
の

教
え
を
垂
れ
て
お
り
ま
す
σ

　
次
に
大
人
の
風
を
見
な
ら
っ
て
無

駄
づ
か
い
も
少
な
く
全
部
が
貯
金
帳

を
持
っ
て
毎
月
日
を
き
め
て
貯
金
し

て
齢
り
ま
す
。
P
・
T
・
A
で
も
小

使
い
の
与
え
方
と
い
う
こ
と
が
間
題

に
な
り
、
高
学
年
に
は
月
女
二
百
円

と
か
三
百
円
と
か
き
ま
っ
た
お
金
を

教
え
、
計
画
的
に
お
金
の
使
い
方
を

覚
え
る
と
か
、
記
帳
す
る
と
か
今
か

ら
予
算
生
活
を
と
い
う
却
話
が
出
ま

し
た
。
子
供
は
そ
の
年
か
ら
学
級
費

と
か
鉛
筆
と
か
雑
誌
な
ど
を
購
入
し

多
少
で
も
余
分
が
出
る
と
そ
れ
を
家

か
ら
も
ら
っ
た
貯
金
に
加
え
て
貯
金

す
る
と
い
う
ふ
う
に
し
て
あ
り
ま
す

今
年
も
貯
蓄
成
績
が
良
好
で
新
潟

で
農
林
中
央
金
庫
理
事
長
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▽
教
育
目
標
に
つ
い
て

　
郡
市
内
で
は
珍
し
い
小
中
学
校
一

広
の
組
織
で
す
が
昭
和
二
十
三
年
に

つ
く
ら
れ
た
規
約
を
一
昨
年
か
ら
検

討
し
て
昨
春
改
正
し
、
小
中
学
校
ご

と
に
専
問
部
活
動
を
中
心
に
し
て
運

営
し
て
お
り
、
学
校
と
連
携
を
は
か

っ
て
い
ま
す
。

　
教
師
の
一
つ
く
の
指
導
、
父
兄

の
よ
ぎ
配
慮
が
明
日
の
日
本
を
、
そ

し
て
住
み
よ
い
郷
士
を
つ
く
る
と
い

う
確
信
の
も
と
に
私
達
の
学
校
の
教

育
活
動
は
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
三
年
生
の
詩
集
か
ら

　
「
冬
が
来
た
」
　
生
越
き
よ
う
子

　
雪
が
ぼ
つ
ぽ
つ
ふ
っ
て
き
た

　
よ
う
ふ
く
の
ボ
タ
ン
に
さ
わ
る
と

　
ま
る
で
氷
に
さ
わ
っ
て
い
る
よ
う

　
だ手
の
ひ
ら
の
上
に
あ
げ
た
ら

ひ
よ
う
が
の
っ
か
っ
た
よ
う
に
い

た
か
っ
た

あ
ら
れ
が
　
ボ
ン
と
は
ね
て

落
ち
た
あ
と
は

手
の
ひ
ら
が
青
く
な
っ
て

も
と
y
お
り
に
な
っ
て
い
た
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